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＊＊ 川鍋のぶつぶつ独り言 ＊＊ 

 先日、会社で健康診断がありました。実はこういった勤め先での職員健康診断を受

けるのは初めてです。プライベートで個人的に健診を受けたこともなく、最後に受け

たのは中学生の頃の学校健診だと思います。会社の事務員さんから健診の案内をもら



った時は「健診って何やるんだっけ……」とドキドキしました。 

 職員だけでなく利用者さんの分も一挙に実施する集団健診だったので、当日会場に

着くと見知った顔がたくさん。普段職場で会っている人を職場の外で見かけると、ほ

んの少し別人のように感じるのは何なのでしょうね。会社と健診会場は徒歩で移動で

きるほどの距離で、会社の人も利用者さんたちもそう遠くへ出掛けてきたわけではあ

りません。でもほんの一歩二歩、「いつもの場所」から外に出るだけで、何かが確実に

違う。その「いつもとは違う空間」に、一人ではなく「いつもと同じ人たち」と一緒

に居るという状態は、浮遊感のような何とも言えないギャップを生み出します。その

ギャップを心地良く感じる場合もあれば、緊張が増して心地悪く感じる場合もある。

環境が変わると他者に対する見え方まで影響を受けるというのは、当たり前の事のよ

うでよくよく考えると不思議な現象です。 

 ところで、中学以来の健診で視力を測ったら、0.5(左)と 0.4(右)でした。年々視力

が下がっていることは実感していましたが、数値としてこんなに下がっていたとは…

…。ちょっとショックです。 


